
　

―
―
鈴
木
局
長
か
ら
見
て
最
近
、
こ

の
地
区
で
興
味
深
い
出
来
事
は
。

　

鈴
木　

名
古
屋
駅
周
辺
の
再
開
発
が

急
速
に
進
み
、
平
成
三
十
九
年
（
二
〇

二
七
年
）
に
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が

開
業
し
ま
す
。
名
駅
一
帯
の
変
化
は
中

部
運
輸
局
と
し
て
も
も
ち
ろ
ん
目
が
離

せ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
一
方
で
、
管
内
の
ロ
ー
カ
ル
鉄

道
が
活
気
づ
い
て
い
る
の
は
注
目
に
値

し
ま
す
。
今
年
三
月
、
福
井
鉄
道
と
え

ち
ぜ
ん
鉄
道
と
い
う
路
面
電
車
と
普
通

の
鉄
道
が
相
互
乗
り
入
れ
し
て
利
用
し

や
す
く
な
り
、
大
幅
に
利
用
者
が
増
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
伊
賀
鉄
道
と
養
老

鉄
道
は
、
既
に
運
行
し
て
い
る
四
日
市

あ
す
な
ろ
う
鉄
道
と
同
様
の
、
イ
ン
フ

ラ
を
自
治
体
が
保
有
し
民
間
が
運
行
す

る
「
公
有
民
営
」
方
式
に
よ
る
運
行
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
長
良
川
鉄
道
は
今
春
、

観
光
列
車
「
な
が
ら
」
の
運
行
を
始
め
、

豪
華
寝
台
列
車
で
話
題
の
「
な
な
つ
星

ｉ
ｎ
九
州
」
の
車
両
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

水
戸
岡
鋭
治
氏
が
手
掛
け
た
デ
ザ
イ
ン

の
車
両
で
、
長
良
川
沿
い
の
風
景
と
旬

の
食
事
が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
岐
阜
バ

ス
は
、
九
月
二
十
七
日
か
ら
同
じ
く
水

戸
岡
氏
が
織
田
信
長
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

デ
ザ
イ
ン
の
連
節
バ
ス
を
走
ら
せ
る
な

ど
、
運
輸
業
界
も
民
間
が
率
先
し
て
知

恵
を
出
し
、
公
的
機
関
の
応
援
を
得
て

利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
っ
て
い

く
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

―
―
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
や
地
方
バ
ス
が

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
に
知
恵
を
出
し
て
い

る
が
、
中
部
運
輸
局
の
立
場
は
。

　

鈴
木　

中
部
運
輸
局
は
、
管
轄
の
中

部
五
県
の
自
動
車
の
検
査
・
登
録
業
務

や
鉄
道
、バ
ス
、タ
ク
シ
ー
、ト
ラ
ッ
ク
、

船
舶
な
ど
の
交
通
の
安
全
確
保
や
利
便

性
向
上
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ロ
ー
カ

ル
鉄
道
や
地
方
バ
ス
に
つ
い
て
は
事
業

者
や
自
治
体
と
の
調
整
役
と
な
り
、
旅

行
会
社
等
と
と
も
に
Ｐ
Ｒ
や
集
客
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

―
―
名
古
屋
駅
周
辺
の
再
開
発
事
業

で
も
支
援
を
。

　

鈴
木　

名
古
屋
駅
周
辺
の
再
開
発

は
、
リ
ニ
ア
開
業
を
見
据
え
た
ビ
ッ
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
リ
ニ
ア
発
着
駅

の
品
川
一
帯
は
既
に
開
発
が
進
ん
で
お

り
、
大
阪
は
駅
舎
の
場
所
が
ま
だ
確
定

し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
状
況
下
で
す

か
ら
名
古
屋
駅
は
、
こ
れ
か
ら
の
二
〇

年
間
は「
リ
ニ
ア
の
顔
」に
な
る
で
し
ょ

う
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
運
輸
局
は
名

古
屋
駅
に
乗
り
入
れ
し
て
い
る
複
数
の

鉄
道
や
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
と
の
乗
り
継

ぎ
や
案
内
な
ど
、
誰
も
が
利
用
し
や
す

い
駅
と
な
る
よ
う
調
整
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

―
―
セ
ン
ト
レ
ア（
中
部
国
際
空
港
）

や
名
古
屋
港
へ
の
支
援
は
。

　

鈴
木　

セ
ン
ト
レ
ア
は
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、

今
年
の
夏
ダ
イ
ヤ
で
は
国
際
旅
客
便
の

発
着
が
対
前
年
比
一
一
九
％
増（
期
初
）

で
、
国
内
線
、
国
際
線
と
も
に
利
用
客

が
伸
び
て
い
ま
す
。
先
日
も
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
と
結
ぶ
ベ
ト
ナ
ム
航
空
便
の
増
便

が
決
ま
る
な
ど
、
平
成
三
十
二
年
を
目

　

再
開
発
が
進
む
名
古
屋
駅
周
辺
の
ア
ク
セ
ス
、「
セ
ン
ト
レ
ア
」
を

利
用
す
る
訪
日
観
光
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と
「
昇
龍
道
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
推
進
…
…
。
中
部
地
区
は
モ
ノ
づ
く
り
に
以
外
に
も
「
観
光
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
突
入
し
て
い
る
。
そ
の
最
新
の

現
場
を
中
部
運
輸
局
の
鈴
木
昭
久
局
長
に
聞
い
た
。

鈴木　昭久（すずき　あきひさ）鈴木　昭久（すずき　あきひさ）
　昭和三十六年六月、神奈川県出身。　昭和三十六年六月、神奈川県出身。
昭和五十九年三月、東京大学法学部昭和五十九年三月、東京大学法学部
卒業。同四月、運輸省入省。平成十卒業。同四月、運輸省入省。平成十
一年七月、運輸省大臣官房企画官。一年七月、運輸省大臣官房企画官。
二十一年七月、観光庁観光産業課長。二十一年七月、観光庁観光産業課長。
二十三年十月、国土交通省自動車局二十三年十月、国土交通省自動車局
旅客課長。二十五年六月、気象庁総旅客課長。二十五年六月、気象庁総
務部長。二十七年七月、国土交通省務部長。二十七年七月、国土交通省
中部運輸局長就任。中部運輸局長就任。


